
算数・数学-１ 

令和元年度小・中学校各教科等担当指導主事連絡協議会 報告書 

教科・領域 算数・数学 愛知県教育委員会 

月日・曜 
小：６月17日（月） 

中：６月18日（火） 
会場名 国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

＜小学校＞             文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官  笠井 健一 

＜中学校＞             文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官  水谷 尚人 

 

１ 各教科における評価の基本構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「内容のまとまりごとの評価基準」を作成する際の手順 

  学習指導要領に示された教科及び学年の目標を踏まえて、「評価の観点及びその趣旨」が作成されてい 

ることを理解した上で、 

(1) 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 

(2) 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

  

   ○ 「知識・技能」のポイント  

・  基本的に、当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項について、育成 

 したい資質・能力に照らして、「知識及び技能」で示された内容をもとに、その文末を「～して 

いる」「～できる」として、評価規準を作成する。 

  ○ 「思考・判断・表現」のポイント 

・  基本的に、当該内容のまとまりで育成を目指す資質・能力に該当する指導事項について、育成 

したい資質・能力に照らして、「思考力、判断力、表現力等」で示された内容をもとに、その文 

末を「～している」として、評価規準を作成する。 

  ○ 「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・  当該学年目標の(3)の主体的に学習に取り組む態度の「観点の趣旨」をもとに、指導事項を踏 

まえて、その文末を「～している」として、評価規準を作成する。 
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３ 学習指導要領の「２ 内容」及び「内容のまとまりごとの評価規準（例）」 

（例）第６学年の「図形」（１） 

Ｂ 図形 

⑴ 平面図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ｱ 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 縮図や拡大図について理解すること。  

(ｲ) 対称な図形について理解すること。 

ｲ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察したり図形の性質を 

見いだしたりするとともに、その性質を基に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かし 

たりすること。                                   （小学校学習指導要領P.88～89） 

 

〔用語・記号〕線対称 点対称 対称の軸 対称の中心           （小学校学習指導要領P.91） 

 

（下線）…知識及び技能に関する内容 

（波線）…思考力、判断力、表現力等に関する内容 
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知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

(ｱ) 縮図や拡大図について理 

解すること。 

(ｲ)  対称な図形について理解 

すること。 

(ｱ) 図形を構成する要素及び 

図形間の関係に着目し、構 

成の仕方を考察したり図       

形の性質を見いだしたりす

るとともに、その性質を基

に既習の図形を捉え直した

り日常生活に生かしたりす

ること。 

※内容には、学びに向かう力、 

人間性等について示されてい 

ないことから、該当学年の目標 

（３）を参考にする。 
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・縮図や拡大図について理解 

している。 

・対称な図形について理解し 

ている。 

・図形を構成する要素及び図 

形間の関係に着目し、構成の仕

方を考察したり図形の性質を

見いだしたりするとともに、そ

の性質を基に既習の図形を捉

え直したり日常生活に生かし

たりしている。 

・縮図や拡大図について、数 

学的に表現・処理したことを振

り返り、多面的に捉え検討して

よりよいものを求めて粘り強

く考えたり、縮図や拡大図のよ

さに気付き、学習したことを生

活や学習に活用しようとした

りしている。 

 

※必要に応じて学年別の評価 

の観点の趣旨のうち「主体的に 

学習に取り組む態度」に関わる 

部分を用いて作成する。 
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４ 具体的な内容のまとまりごとの評価規準 例 

  ３のように作成すれば、簡単に内容のまとまりごとの評価規準は作成できるが、小学校算数の特徴と 

して、単元が混在し、抽象的な表現であるため、評価しづらい。そのため、上段に３の評価規準を、下 

段に具体的な内容のまとまりごとの評価規準を作成する。 

 

（例）第６学年の「図形」（１） 

３ 

の

評

価

規

準 

 

例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・縮図や拡大図について理解している。 

・対称な図形について理解している。 

・図形を構成する要素及び図形間の関係 

に着目し、構成の仕方を考察したり図形 

の性質を見いだしたりするとともに、そ 

の性質を基に既習の図形を捉え直したり 

日常生活に生かしたりしている。 

・縮図や拡大図について、数学的に表現・ 

処理したことを振り返り、多面的に捉え 

検討してよりよいものを求めて粘り強く 

考えたり、縮図や拡大図のよさに気付き、 

学習したことを生活や学習に活用しよう 

としたりしている。 
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・縮図や拡大図について、その意味や対 

応する角の大きさは全て等しく、対応す 

る辺の長さの比はどこも一定であるなど 

の性質を理解している。 

・方眼紙のます目を用いたり、対応する 

角の大きさは全て等しく、対応する辺の 

長さの比はどこも一定であることを用い 

て、縮図や拡大図をかくことができる。 

・図形間の関係を考察し、縮図や拡大図 

の性質を見いだしている。 

・縮図や拡大図の性質をもとにして、縮 

図や拡大図のかき方を考えている。 

・縮図や拡大図を活用して、実際には測 

定しにくい長さの求め方を考えている。 

 

・縮図や拡大図を簡潔・明瞭・的確に描 

こうとしたり実際には測定しにくい長さ 

の求め方を工夫して考えたりしている。 

・実際には測定しにくい長さを縮図や拡 

大図を用いると解決できるというよさに 

気付いている。 

・縮図や拡大図を、身の回りから見つけ 

ようとしている。 

・線対称な図形について、１本の直線を 

折り目として折ったとき、ぴったり重な 

る図形であることや、対応する点を結ぶ 

線分は、対称の軸によって垂直に二等分 

されることなどを理解している。 

・点対称な図形について、対称の中心Ｏ 

を中心にして180度回転したときに重な 

り合う図形であり、対応する点を結ぶ線 

分は全て、対称の中心を通り、その中心 

によって二等分されることなどを理解し 

ている。 

・線対称な図形や点対称な図形をかくこ 

とができる。 

・対称という観点から既習の図形を捉え 

直し、図形を分類整理したり、分類した 

図形の特徴を見いだしたりしている。 

・図形を構成する要素の関係を考察し、 

線対称や点対称の図形の性質を見いだし 

ている。 

・線対称や点対称の図形の性質をもとに 

して、線対称や点対称な図形のかき方を 

考えている。 

・対称な図形を、簡潔・明瞭・的確に描 

こうとしている。 

・均整のとれた美しさ、安定性など対称 

な図形の美しさに気付いている。 

・対称な図形を、身の回りから見つけよ 

うとしている。 

 

５ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の基本的な考え方 

(1) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては、単に継続的な行動や積極的な発言等を行うな 

ど、性格や行動面の傾向を評価するということではなく、各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」 

に係る評価の観点の趣旨に照らして、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に 

付けたりするために、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習 

を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

(2) 現行の「関心・意欲・態度」の観点も、各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず、よりよ 

く学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するのが、その本来の趣旨である。したがっ 

て、こうした考え方は従来から重視されてきたものであり、この点を「主体的に学習に取り組む態度」

として改めて強調するものである。 
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６ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ 

 
 

７ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善について 

＜視点＞ 

(1) 学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘 

り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているかとい

う視点。 

(2) 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自 

らの考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。 

(3) 習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせな 

がら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見い 

だして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できて 

いるかという視点。 

 ＜構成＞ 

(1) 主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして、自身の 

学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するか。 

(2) 対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか。 

(3) 学びの深まりをつくりだすために、児童が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てる 

か。 

 

８ 算数科の改訂のポイント 

 ・  算数科で育成を目指す資質・能力を明確にするために、目標及び内容を資質・能力の三つの柱で整

理した。 

 ・ 算数科で目指す資質・能力を育成する観点から、数学的活動の一層の充実を図った。 

 ・ 数学的活動を通して働かせる数学的な見方・考え方や育成する資質・能力に基づき、領域の構成を   

  見直した。 

 ・ 複数のグループの比較を可能とするなど統計に関する内容の充実を図った。 

 ・ 簡単な割合を用いた比較の仕方を新たに取り扱うなど、全国学力・学習調査などで課題として挙げ

られていた割合に関する内容の充実を図った。 

 

 


